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　目的　織物は組織や糸密度によっていろいろな外観を形成し，特有のテクスチャーをつ

くり出している。織物のテクスチャーを考える場合に組織の繰り返しによる巨視的な規則

性や一様性と微妙な表面構造の凹凸や糸間隙などによる微視的な不規則性もあり，変化の
巾の統一一という有機的な関係がみられる。本研究では織物表面の外観や視覚的特徴を明確

にするために，組織や密度を変化させてこれら織物画像のテクスチャー解析を行い，同時

生起行列の特徴量やフラクタル次元に及ぼす組織や密度の影響について検討を行った。
　方法　試料は市販の綿50％,アクリル50％の糸を用いて，家庭用于織機により平織，綾

織，朱子織を作成した。織物の糸密度はそれぞれ経糸密度をほぼ一定にして緯糸密度を３

種類変えて計９種類の試料を作成した。ピアス製LA-525の画像処理装置と高解像度CCD

カメラを用いて，織物の反射光画像のテクスチャー解析を行った6テクスチャー解析では
同時生起行列の特徴量てある角二次モーメント(ASM), 和関(COR) ，コントラス
ト(CON）,エントロピー（ＥＮＴ）やフラクタル次元（Ｄ）を算出した。

　結果　同時生起行列の特徴量は多かれ少なかれ画素間距離に対して周期的な依存性を示
し，周期的な変化は織組織や糸密度，画素対の方向によって異なった。平織は他の組織に
比べて単純な周期性を示し，糸密度が高くなるほど周期の繰り返し単位は小さくなった。

COR, CON, ENTは朱子織＞綾織＞平織の順に小さくなったが，いずれの組織でも
糸密度が低いほど大きな値を示した。 AvSMは綾織＞平織＞朱子織の順に小さくなり，糸

密度が低いほど小さな値を示した．Dは朱子織が他の組織に比べ着干大きな値を示Lｲた。
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【目的】　染色したナイロン６織物について強伸度、剛軟度、防しわ性などの力学的性質

の変化を計測し、さらに一対比較法による官能検査から得られた結果との対応を検討する。

【方法】実験に用いたナイロン６織物は市販のタフタである。試料として未処理、分散

染料(Orange 3）による染色、染色と同条件で熱水処理をした布を用い、それぞれについて

20℃､65％RH、20℃､30％RHの環境条件下で強伸度、剛軟度、防しわ性、伸長回復率などを

測定した。官能検査は女性被検者に上述の3種の布を一対比較の形で呈示して行い、「硬さ」

　「なめらかさ」「曲げ弾力感」「しわのつきやすさ」の４項目についての判定を依頼した。

　【結果】　20℃30％RH条件における熱水処理布の剛軟度は未処理布より大きくなり、さら

に染色布の方が熱水処理布よりもやや大きい値が得られた。防しわ率については、未処理、

熱水処理、染色処理の順に高い値を示した。 20℃､65％RHの環境湿度下でも同様の傾向を示

すが、全体的に20°C.30％RHで示した値よりも剛軟度は低く、防しわ率は高くなり、試料間

の差が小さくなる。

　官能検査の項目である「硬さ」については染色処理一熱水処理一未処理の順に硬いと評

価され、「しわのつきやすさ」では染色処理一熱水処理一未処理の順にしわがつきやすい

と判定され、剛軟度や防しわ率との対応が見られた。また、試料間の差は30％RH下では大

きいが、65％RK下で小さく判定された。
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